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                          ABSTRACT
This paper deals with the weil－known controversy in the middie of this
century （ca．1930N1975） on the subject of the developmental phase of the
industry in the late Tokugawa Period． The point at issue in dispute was
whether the industry of the pre－Meiji era had so far advanced as to the
”Manufacture ， Stage” that precedes the ”Modern Factory Stage” set in the
theories of Marx and Lenin． ln the tide of regression of Marxism the
dispute seems to be now brought to a close． However， as the issue is
closely related to the modernization ；n general， the discussion is sure
to go on further in the future．
The paPer first surveys industry regions of pre－Meiji Japan， second
introduces briefiy important opinions of the dispute， then precisely
examines the stage theories of Marx and Lenin， trying to ’?奄獅?a correct
answer that accords with the two． Then it poses a question to the
negative evaluation of the putting－out system and tries to find its
proper place in the development of ’the production forms of．modern
capitalism and would thus get a better solution of the problem．
The paper finally mentions the current agtive discussions about
proto－industry and about the analysis of the international trade among
Asian countries at the end of the 19t century and shows their relations













































































































































































































































































































































































































































































                         アジア諸国間の交易関係から帰結したりする試みがなされている。芝原拓自は日本だけに認
められる独立と近代化の成功の原因をめぐって対立する伝統的社会理論と世界経済理論とに
ついて、はじめは内在因を重視する前者を退け、日本だけが他国が屈服した外圧から免れえ
たとする後者にくみしていたが、のちに前者に近い考えへと修正している（45＞。内在因を認
めるということは、即ち幕末マニュファクチャー論に接近するということであろう。また、
浜下武志や川勝平太などは、日本の近代を西欧からの力以上にアジア諸国からの作用のもと
に捉えようとして、日本近代化の成功の原因をインドや中国などとの経済的競争に勝ったこ
とに求めている（46）。しかし、近代に生じたそうしたアジア諸国との関係のもとにあるのは
本来西欧の作用だから、基本的にはそれはアジア対西欧や日本対西欧という形に収敏される
のであって、そこをつきつめていくとやはり幕末マニュファクチャー論ないし原工業化論が
現れてくるはずである。「日本幕末が資本主義前夜の段階に近かったことは西欧列強への従
属化の可能性を説明する論理だ」（47）というのは、ごく限られた視野での立論にすぎまい。
 以上二つの近年の研究動向には段階論ないし歴史がない。平板にみえるのはそのためだ
ろう。唯物史観ならずとも、古墳時代や鎌倉時代を江戸時代の政治や経済や産業の状態に比
べるとき、段階論的な見方が生じて自然である。石井寛治が「今日の歴史学の最大の問題は
段階論の否定であり、未来の展望の喪失にある」という意味のことをいうのはあたっている
（48）B幕末マニュファクチャー論には本来この歴史をもつ強みがある。それに、ここには今
もいうように二つの異質の文明に独立にほとんど同時に生じた同一一現象、それも二つの文明
にしか生じなかった同一一現象という、マニュファクチャー論争中には看過されたが、世界史
の大きな謎が秘められている。問題として第一級の位を今後も失わないだろう。
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